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か
つ
て
英
国

が
世
界
の
土
地

を
支
配
し
よ
う

と
し
た
時
、
土

地
の
品
質
評
価
の
た
め
に
地

質
学
が
発
達
し
た
。
英
国
が

奪
っ
た
土
地
の
地
震
の
発
生

率
は
極
度
に
低
い
。

　

日
本
は
地
震
大
国
で
あ
る

た
め
、
地
震
予
知
と
防
災
の

技
術
は
抜
き
ん
出
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
高
度
な
科
学

技
術
を
持
っ
て
し
て
も
自
然

災
害
は
多
少
予
知
す
る
だ
け

で
防
げ
な
い
。
当
局
は
「
我

々
の
力
に
は
限
度
が
あ
り
、

市
民
は
自
力
で
、
生
命
を
最

優
先
に
守
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
明
言
し
て
い
る
。「
私
財

に
未
練
を
持
た
ず
、
先
ず
は

身
一
つ
で
逃
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

日
本
の
科
学
技
術
で
も
地

震
に
は
勝
て
な
い
事
実
を
重

く
受
け
止
め
て
、
イ
タ
リ
ア

も
台
湾
も
原
発
か
ら
撤
退
し

た
。
人
は
身
一
つ
で
逃
げ
て

も
、
足
が
付
い
て
い
な
い
原

発
は
置
き
去
り
に
な
る
。
原

発
の
防
御
力
を
突
破
し
た
想

定
外
の
自
然
災
害
は
、
逃
げ

る
人
を
追
い
か
け
て
放
射
能

を
撒
き
散
ら
す
。

　

原
子
力
事
故
特
有
の
「
異

質
の
危
険
」
に
は
専
門
家
で

も
対
処
が
で
き
な
い
領
域
が

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
。

今日の数字

1983人
　2017年歯科医師国家試験の
合格者数。２年続けて合格者
数が２千人を下回った。

写真上から堀内、山下、清水の各議員
＝３月23日、国会会館内　　　　　　

ストップ
患者
負担増

７

健
康
に〝
自
己
責
任
〞を
求
め
る

市
販
品
類
似
薬

の
保
険
外
し

　

政
府
は
、
医
療
費
削
減
を

目
的
に
市
販
品
類
似
薬
の
保

険
外
し
・
給
付
制
限
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
医
師
の
処
方
権
を
侵
害

す
る
だ
け
で
な
く
、
健
康
に

自
己
責
任
論
を
持
ち
込
み
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
形
骸
化

さ
せ
る
も
の
だ
。

　

政
府
は
、
市
販
品
と
同
一

の
有
効
成
分
の
薬
で
も
、
医

療
機
関
で
処
方
さ
れ
れ
ば
、

保
険
の
対
象
と
な
り
、
低
い

自
己
負
担
で
薬
の
購
入
が
可

能
と
な
る
と
指
摘
す
る
。

「
公
平
」
な
負
担
を
求
め
、

保
険
給
付
を
制
限
す
る
計
画

だ
。
そ
も
そ
も
保
険
薬
価
が

低
価
格
に
設
定
さ
れ
て
い
る

の
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
の

も
と
、
だ
れ
で
も
ど
こ
で
も

い
つ
で
も
医
療
機
関
に
受
診

で
き
る
公
的
医
療
の
役
割
を

果
た
す
た
め
で
あ
る
。
公
定

薬
価
と
一
般
用
医
薬
品
と
の

取
引
価
格
を
比
較
す
る
こ
と

は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
ゆ

が
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
政
府
は
自
身
の
健

康
に
責
任
を
持
ち
、
軽
度
な

身
体
の
不
調
は
市
販
薬
を
用

い
て
手
当
て
す
る
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し

て
い
る
。
具
合
が
悪
く
な
っ

て
も
軽
度
で
あ
れ
ば
自
分
で

治
せ
、
医
者
に
か
か
る
な
と

言
う
の
で
あ
る
。

　

自
己
判
断
に
よ
る
市
販
薬

の
使
用
を
促
し
、
医
療
機
関

へ
の
受
診
を
抑
制
す
る
こ
と

は
、
患
者
の
病
状
悪
化
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
。
ま
た
、

市
販
薬
の
使
用
に
よ
る
副
作

用
も
考
え
ら
れ
る
。

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
は

医
療
の
基
本
で
あ
り
、
疾
病

が
軽
度
な
段
階
で
医
師
の
診

断
を
受
け
、
治
療
す
る
こ
と

は
、
患
者
に
と
っ
て
も
、
保

険
財
政
に
と
っ
て
も
最
良
で

あ
る
。

　

政
府
は
こ
れ
ま
で
に
も
、

栄
養
補
給
を
目
的
と
し
た
ビ

タ
ミ
ン
剤
の
処
方
（
２
０
１

２
年
改
定
）、
う
が
い
薬
の

み
の
処
方
（
14
年
改
定
）
を

保
険
の
対
象
か
ら
除
外
し
て

し
い
」
と
求
め
た
。

　

面
談
に
応
じ
た
堀
内
照
文

衆
議
院
議
員
（
共
産
）
は

「
年
金
カ
ッ
ト
法
案
に
続

き
、
社
会
保
障
費
の
削
減
で

高
齢
者
が
狙
い
打
ち
さ
れ
て

い
る
。
ぜ
ひ
力
を
あ
わ
せ
て

阻
止
し
た
い
」
と
話
し
た
。

山
下
芳
生
参
議
院
議
員
（
共

産
）
は
「
自
衛
隊
が
17
機
の

オ
ス
プ
レ
イ
を
購
入
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
保
育
所
で
換

算
す
る
と
３
千
カ
所
。
医
療

・
福
祉
の
現
場
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
を
解
決
す
る
の
が

第
53
回
定
期
総
会

日
時　

５
月
28
日（
日
）午
後
０
時
45
分
〜
７
時
10
分

会
場　

 

ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
４
Ｆ
ベ
イ
タ
ワ
ー

ホ
ー
ル

総
会
議
事　

午
後
０
時
45
分
〜
２
時
15
分

議
案
①
情
勢
、
15
・
16
年
度
活
動
ま
と
め
、
17
・
18
年
度
活
動

方
針
案
②
16
年
度
決
算
報
告
案
、
監
査
報
告
③
16
年
度
収
支
差

額
処
理
案
④
17
年
度
予
算
案
⑤
事
務
局
長
・
名
誉
役
員
の
承
認

総
会
記
念
講
演　

午
後
３
時
〜
５
時 

※
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
総
会
終
了
後

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
フ
シ
ギ
な
関
係
」

講
師　

香
山
リ
カ
（
精
神
科
医
・
立
教
大
学
教
授
）

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン　

午
後
５
時
10
分
〜
７
時
10
分

第
53
回
通
常
評
議
員
会

日
時　

５
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

議
案
①
情
勢
、
15
・
16
年
度
活
動
ま
と
め
、
17
・
18
年
度
活
動

方
針
案
②
16
年
度
決
算
報
告
案
、
監
査
報
告
③
16
年
度
収
支
差

額
処
理
案
④
17
年
度
予
算
案
⑤
理
事
・
監
事
選
出

の
引
き
上
げ
や
、
後
期
高
齢

者
の
保
険
料
引
き
上
げ
な

ど
、
高
齢
者
の
負
担
増
を
計

画
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

「
年
金
世
帯
の
場
合
、
支
出

が
収
入
を
上
回
り
、
貯
金
を

切
り
崩
し
て
生
活
し
て
い

る
。
将
来
へ
の
不
安
か
ら
、

医
療
機
関
へ
の
診
療
を
中
断

す
る
こ
と
に
な
る
。
高
齢
者

は
歯
科
だ
け
で
な
く
複
数
の

診
療
科
も
受
診
し
て
い
る
。

こ
れ
が
蓄
積
す
れ
ば
大
き
な

負
担
に
な
る
。
も
っ
と
国
民

を
思
い
や
る
予
算
に
し
て
ほ

　

協
会
は
３
月
23
日
、
全
国

保
険
医
団
体
連
合
会
が
主
催

し
た
中
央
要
請
行
動
に
参
加

し
た
。
下
井
戸
昭
介
、
三
井

泰
正
各
副
理
事
長
ら
役
員
７

人
が
大
阪
選
出
の
国
会
議
員

に
医
療
・
介
護
の
負
担
増
を

中
止
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

議
員
と
の
面
談
で
は
、
70

歳
以
上
の
患
者
負
担
限
度
額

会
」
と
共
催
し
、
協
会
と
連

絡
会
の
総
会
記
念
講
演
と
し

て
開
く
。
講
演
に
先
立
ち
、

午
後
０
時
45
分
か
ら
大
阪
府

歯
科
保
険
医
協
会
第
53
回
定

期
総
会
、
午
後
２
時
半
か
ら

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大

阪
連
絡
会
総
会
を
開
催
し
、

活
動
報
告
や
方
針
な
ど
を
確

認
す
る
。

か
や
ま
・
り
か

精
神
科
医
・
立
教
大
学
現
代

心
理
学
部
教
授
。
１
９
６
０

年
北
海
道
生
ま
れ
。
東
京
医

科
大
学
卒
業
。
専
門
は
精
神

病
理
学
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第

一
「
香
山
リ
カ
の
コ
コ
ロ
の

美
容
液
」（
金
曜
・
夜
９
：

30
）
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、

近
著
に
「
さ
よ
な
ら
、
母
娘

ス
ト
レ
ス
」（
新
潮
文
庫
）

な
ど
、
著
書
多
数
。

　

市
民
講
座
で
は
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
お
馴
染
み
の
香

山
氏
に
ス
ト
レ
ス
社
会
を
生

き
延
び
て
い
く
た
め
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
長
年
の
精
神
科
医

と
し
て
の
経
験
を
踏
ま
え
て

お
話
い
た
だ
く
。

　

本
講
演
は
、「
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡

き
た
。
16
年
改
定
に
お
い
て

も
、
市
販
薬
と
し
て
定
着
し

た
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
保
険
給

付
外
と
す
る
こ
と
を
検
討
、

湿
布
薬
な
ど
を
保
険
の
対
象

か
ら
外
そ
う
と
し
た
。
し
か

し
、
国
民
、
医
療
界
の
反
対

を
受
け
て
湿
布
の
１
処
方
あ

た
り
の
枚
数
制
限
だ
け
に
留

ま
っ
た
。

　

政
府
は
、
次
期
改
定
に
お

い
て
も
市
販
品
類
似
薬
の
保

険
外
し
、
給
付
制
限
を
引
き

続
き
検
討
す
る
と
し
て
い

る
。
医
療
費
抑
制
あ
り
き
で

国
民
の
健
康
を
置
き
去
り
に

す
る
こ
と
は
、
容
認
で
き
な

い
。

 
（
つ
づ
く
）

政
治
の
第
一
の
任
務
で
あ

る
」
と
応
じ
、
協
会
が
集
め

た
「
医
療
・
介
護
の
負
担
増

の
中
止
を
求
め
る
請
願
署

名
」
８
０
０
筆
を
受
け
取
っ

た
。清
水
忠
史
衆
議
院
議
員
、

辰
巳
孝
太
郎
参
議
院
議
員

（
い
ず
れ
も
共
産
）
も
面
談

に
応
じ
意
見
を
交
換
し
た
。

　

同
日
、「
こ
の
ま
ま
通
し

て
い
い
の
？
患
者
負
担
増
」

国
会
内
集
会
が
開
か
れ
、
全

国
の
保
険
医
協
会
・
医
会
か

ら
１
１
０
人
が
参
加
し
た
。

 

（
３
面
に
関
連
記
事
）

５月28日（日）15：00～17：00　ホテル大阪ベイタワー５月28日（日）15：00～17：00　ホテル大阪ベイタワー

患者負担増を許さない

国会要請、集会に役員ら参加

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

　

協
会
は
、「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
フ
シ
ギ
な
関
係
―

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
た
め
に
」
と
題
し
て
、
５
月
28

日
、
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー
（
港
区
・
弁
天
町
）
で

市
民
講
座
を
開
く
。
講
師
は
、
精
神
科
医
と
し
て
の
豊

富
な
臨
床
経
験
を
活
か
し
、
現
代
人
の
心
の
問
題
を
中

心
に
メ
デ
ィ
ア
で
発
言
を
続
け
て
い
る
香
山
リ
カ
氏

（
立
教
大
学
現
代
心
理
学
部
教
授
）。
協
会
は
、
会
員

・
患
者
・
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
な
ど
広
く
参
加
を
呼
び
か

け
て
い
る
。
参
加
費
は
無
料
。

こころこころととからだからだののフシギフシギなな関係関係

精 

神 

科 

医 

・

立
教
大
学
教
授

香
山
リ
カ
氏
が
講
演

市
民
講
座


